
＜記入例4＞

〒 電話

〒 電話 〒 電話

円 円

〒 電話 〒 電話

名 称

代表者氏名

設 置 ・ 廃 止
年 月 日

〒 電話 〒 電話

〒 電話

〒 電話

1.定款の写し１通（酒田市内に新規設立・設置、事業年度変更の場合必要）

2.登記事項証明書の写し１通

（酒田市内に新規設立・設置の場合必要。

　異動の場合は異動内容が確認できるものが必要。） 電話

3.合併の場合は合併契約書等の写し１通

年    月    日

関与税理士

住　所

　旧の本店等は、事務所・事業所として（存続・廃止）する。

･     ･ 　　の事業年度から

登記（解散）年月日

年    月    日

登記（合併）年月日

※酒田市内に新たに設立・設置した場合は太枠内全項目に、異動の場合は該当する項目の変更前・変更後の両方に記入してください。

氏　名

0234-62-○○○○

設置・廃止 設置・廃止      年      月      日       年      月      日

法 人 番 号

酒田市長　あて

令和　　年　　月　　日

　　　株式会社　酒田

　　　代表取締役　酒田　太郎

999-6861

　　山形県酒田市字山田２０番地の１

法人設立・設置・異動届

解散の場合 清 算 人

変　　　更　　　前変更後（設立・設置）区　　　　分

本 店 所 在 地

住　所

･     ･

　　の事業年度から　　　月間

フリガナ

法 人 名

事 業 種 目

設 立 年 月 日

資本金の額又は出資金の額

代 表 者 氏 名

所 在 地

　　　月　　　日から　　　月　　　日まで

　　　年　　　月　　　日 　　　年　　　月　　　日

事 業 年 度 　　　月　　　日から　　　月　　　日まで

ための費用捻出が困難な状態にあります。

※ 本 店 と 同
一 の 場 合 は
記 入 省 略 可

酒田市内に
所在する事
務所・事業
所又は寮等

法 人 名

代 表 者 氏 名

申告書の送付先が本店
所在地と異なる場合の
送 付 先 住 所

そ　　の　　他
（　　休　業　　）

平成18年3月31日より休業。事業再開の見

込みはなく、会社を清算したいが、清算の

添付書類

連結納税制度適用の有無 有
無

本 店 所 在 地 の
変 更 の 場 合

　　　　　　ｶﾌﾞｼｷｶﾞｲｼｬ　ｻｶﾀ

本 店 所 在 地

フリガナ

合併の場合 被合併法人

申 告 期 限 の 延 長 の
処 分 ( 承 認 ) の 有 無

有
無

･     ･
･     ･

法人名

受付印

【再開見込みなしの場合の記入例】
出来るだけ具体的に状況を書いてください。
（※山形県税に同様の届出を出す場合、そ
の申出書の写しを添えることでも可）


